
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

眼科専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
東邦大学医療センター大森病院眼科では初期臨床研修を修了し、眼科の専攻を希望される医師に対して、

後期臨床研修を充実させて、普遍的知識、技術、判断力及び医の倫理を有する眼科医の育成をめざし、

眼科専門医取得を最重要課題としてカリキュラムがつくられています。 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 
研修期間 
１年 
習得内容 
問診、屈折検査、矯正視力検査、角膜曲率半径測定、眼圧検査、細隙灯検査、双眼倒像鏡眼底検査、直

像鏡眼底検査、眼軸長測定、蛍光眼底造影、顕微鏡下手術介助などの外来、病棟検査の修得。白内障、

緑内障、角膜疾患、結膜疾患の診察。当直を行い眼科救急医療への参加（指導医と共に）。 
 
２年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院または関連病院 
研修期間 
１年 
習得内容 
角膜疾患への対応、網膜硝子体疾患の診断、ぶどう膜疾患の診察。白内障手術、網膜光凝固を術者とし

て修得。臨床研究や実験を開始して積極的に学会活動、論文発表を行う。 
 
３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院または関連病院 
研修期間 
１年 
習得内容 
角膜移植医療への参加、斜視、未熟児、緑内障などの専門外来への参加。神経眼科、小児眼科疾患の診

察、網膜硝子体疾患の診断、治療への参加。白内障手術、前眼部手術の経験をつむ。臨床研究や実験を

開始して積極的に学会活動、論文発表を行う。 



 
４年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院または関連病院 
研修期間 
１年 
習得内容 
総合的な眼科医療。網膜硝子体疾患手術の経験。角膜手術の経験。臨床研究や実験を開始して積極的に

学会活動、論文発表を行う。 
 
専門医の取得 
 
週間予定 
月曜日～金曜日    午前     外来、手術、病棟 
           午後     外来検査、専門外来、手術、病棟 
土曜日        午前     外来、病棟 
月曜日        午前 8：15 手術カンファランス    
           午後    角膜外来、黄班外来  

午後 5：00 角膜症例検討会 
水曜日        午後 5：00 医局会、カンファランス、症例検討会 
水曜日（第２、第４） 午後     未熟児専門外来 
木曜日        午前 8：20 教授回診 
金曜日        午後     斜視専門外来 
 
当直 平日 週 1 回程度、土日 月 1 回程度（指導医と相談して決定） 
      年次が上がるごとに減少 
 
教育関連病院・施設 
大森赤十字病院          秋山  朋代 
国立病院機構横浜医療センター   木村  正彦 
済生会横浜市東部病院       丸山  貴大 
済生会神奈川県病院        権田  恭広 
国立病院機構静岡医療センター   片山  雄治 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
大森病院眼科では、在籍 7 年以上の 9 名（約 56％）が学位を取得している。また眼科学会専門医は 7
年以上の全員が取得している。 
 
コースの指導状況 
プログラム委員会は教授、准教授、講師、医局長より構成され、毎月 1 回会合して本研修プログラムに



関連する事項、研修医評価などにつき協議決定する。 外来、病棟とも 1,2 ヶ月ごとに指導医が交代し指

導に偏りが出ないように行っている。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院希望者は積極的に受け入れており、できれば眼科学会専門医取得後に疾患別研究班に属し、指導

者からテーマをうけ、学位の取得に努めることになる。ただし、大学院希望者はできるだけ早く（でき

れば後期研修前）その旨を伝え、希望の沿った大学院カリキュラムを個別に作成する。 
海外留学希望者はその旨を医局管理運営責任者に伝える。希望者には個別にカリキュラムを作成し、積

極的に海外留学も行えるようにしている。 
 
評価及び修了認定 
年度末には必ず現状の症例数（疾患別）を発表させ、眼科学会専門医資格を取得するのに必要な診療経

験と学会活動をしているか、プログラム指導責任者と管理運営責任者が評価する。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本眼科学会 

資格名 日本眼科学会専門医 

資格要件 

1. 日本眼科学会および社団法人日本眼科医会の会員である者。  
2. 第 9 条に規定する施設において、施行細則で定める研修内容により 5 年以上

眼科臨床を研修した者。あるいは厚生労働省の定める卒後臨床研修（2 年間）

終了後、第 9 条に規定する施設において施行細則で定める研修内容により 4
年以上眼科臨床を研修した者。即ち卒後臨床研修を含め 6 年以上の臨床経験

を終了した者。  
3. 委員会が行う専門医認定試験に合格した者。  

 


